
 

 

 

 

 

 

第14号 平成18年3月発行岐阜市自然ふれあい地域ビジョン策定ワークショップ

○はじめに 

岐阜市には、金華山、長良川をはじめとした誇るべき自然環境が多

くあります。その一方、生活環境の変化、生活基盤を支える様々な整

備により、貴重な自然環境が減少しているのもまた事実です。このよ

うな状況の中、現在ある岐阜市の貴重な自然環境を、次世代に残し伝

えることが、私たちの役割です。 

そのための第一歩として「岐阜市自然ふれあい地域

ビジョン」策定に取り組みます！！ 

 

 

 

 

 

自然ふれあい地域ビジョン中間報告（3月 25日開催）

・平成17年度自然ふれあい地域ビジョン 中間報告にむけて 

○平成 17年度自然ふれあい地域ビジョン 中間報告にむけて 

平成 17年度最後のワークショップが 3月 25

日に開催されました。 

今回のワークショップは、自然ふれあい地

域の「金華山地区」「大洞地区」「山県北野地

区」の３箇所で実施された自然環境保全活動

の報告をすると共に、今後の自然環境保全活

動を推進するための事項をとりまとめた中間

報告について検討をしていきました。 

。 

平成 17 年度の自然ふれあい地域ビジョンの

ワークショップ、自然観察会等の活動（14 回

開催）において、延べ 400 名を越える方の参加を頂き

ました。本当にありがと

うございます



みなさんの熱い思いを受ける形で、自然ふれあい地域においては次のような事項に配慮

することがまとめられました。 

金華山地区においては、拠点地区である達目洞

を保全するためにも金華山を含めた流域全体での

保全の必要性が確認されました。その上で、次の

ような事項を推進することが挙げられました。 

1.金華山における情報の共有化 

2.保全活動団体からの情報窓口の一本化 

3.金華山の抱える課題を解決するための連絡協議 

4.環境保全に向けた土地所有者等への働きかけ 

5.環境保全団体の連携強化 

大洞地区においては、希少生物が多種確認され

ている洞地形に残っている湿地環境を保全する必

要性が確認されました。その上で、次のような事

項を推進することが挙げられました。 

1.地域住民、土地所有者等に理解を得られるため

の協議 

2.環境保全活動と教育活動の連携 

3.学校現場等に提供できる教育プログラムの立案 

 

山県北野地区においては、石田川流域の各所で

貴重な環境が残されており、その保全の必要性が

確認されました。その上で、次のような事項を推

進することが挙げられました。 

1.学校が実施する環境保全活動への講師の派遣、 

教職員に対する指導支援 

2.学校等が取り組んでいる自然環境保全活動につ 

いて、地域への情報発信支援 

3．岐阜ファミリーパークから周辺地域

その他、様々な事について配慮して、市民と行政の協働による自然環境の保全活動を推進

中間報告を受けて、平成 18 年度もよりよい自然環境保全活動

と考えております。この取り組みを、更に広げて『環境都市 岐阜』

に

への自然環境保全・ふれあい活動の拡大 

していきたいと思います。 

○おわりに 

自然ふれあい地域ビジョン

を推進していきたい

ふさわしい自然環境を子ども達に残していきたいと思います。これからも自然ふれあい

地域での取り組みにご協力頂きますよう宜しくお願いいたします。 

自然ふれあい地域ビジョンに関する問い合わせ 

岐阜市 人・自然共生部 みどり自然室 担当：吉村 

TEL：058-265-4141 FAX：058-267-1374 

E-mail：midori@city.gifu.gifu.jp 

みどり自然室HPアドレス：http://www.city.gifu.gifu.jp/splash/midori/index.html 


